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「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
」は
、
市

内
各
区
で
の
実
施
の
ほ
か
、
校
庭

に
地
区
住
民
が
集
ま
っ
て
の
一
斉

ラ
ジ
オ
体
操
や
地
区
内
で
統
一
日

を
設
定
し
て
の
実
施
な
ど
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
小
学
生
だ
け

で
な
く
中
学
生
や
高
校
生
の
参
加

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、

市
内
の
中
学
生
の
52
・
6
パ
ー
セ

ン
ト
が
1
回
以
上
参
加
し
、
最
前

列
で
体
操
指
導
す
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ

合
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
自
身
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
」に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

※「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
」の
実
施

期
間
、
場
所
な
ど
は
、
各
区
で

異
な
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
青
少
年
健
全

育
成
会
議
連
絡
会
･
豊
岡
市
子

ど
も
と
心
で
つ
な
が
る
市
民
運

動
推
進
協
議
会
事
務
局（
生
涯

学
習
課
内
）☎
23
－
0
3
4
1

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
方
と

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
顔
見
知
り
に

な
る
こ
と
で
、
見
守
ら
れ
て
い
る

と
い
う
安
心
感
を
持
ち
、
地
域
や

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
み
ま

す
。

　
「
豊
岡
市
青
少
年
健
全
育
成
会

議
連
絡
会
」と「
豊
岡
市
子
ど
も
と

心
で
つ
な
が
る
市
民
運
動
推
進
協

議
会
」は
、
市
教
育
委
員
会
と
共

に
、
本
年
度
も「
夏
休
み
ラ
ジ
オ

体
操
顔
見
知
り
運
動
」を
推
進
し
、

「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
」へ
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

ウ
ノ
ト
リ

基
金
協
力

業
者〔
井
谷

俊
二（
泉
町
）･
稲
垣
継
磨（
野

田
）・
㈱
ガ
ン
ピ
ー（
日
高
町
国

分
寺
）・
酒
市
㈱（
京
都
府
京
丹

後
市
）・
城
田
義
昭（
京
都
府
京

丹
後
市
）・
㈲
ジ
ョ
イ
ク
ッ
ク

お
く
だ（
京
都
府
京
丹
後
市
）・

㈱
ス
ミ
フ
ル（
神
戸
市
）・
生
活

協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
コ
ー

プ
デ
イ
ズ
豊
岡（
加
広
町
）・
谷

口
則
男（
下
陰
）・
田
茂
井
誠
司

郎（
京
都
府
京
丹
後
市
）・
豊
岡

中
央
青
果
㈱（
福
田
）・
豊
果
フ

ー
ズ
㈱（
福
田
）・
㈱
に
し
が
き

（
京
都
府
京
丹
後
市
）・
㈲
ふ
た

ば
や（
但
東
町
中
山
）・
吉
田
壮

志（
下
宮
）〕

■
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
支
援

▽
コ
カ
･
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
㈱（
朝

来
市
）

■
社
会
教
育
施
設
整
備

▽
河
本
房
子（
大
阪
市
）

▽
近
藤
千
代
子（
川
西
市
）

■
学
校
教
育
施
設
整
備

▽
㈱
巴
建
設（
日
高
町
岩
中
）

▽
大
石
建
設
設
備
㈱（
但
東
町
矢

根
）

▽
吉
田
理
佳（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

▽
㈱
ニ
コ
ス（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
村
岡
正
司（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）

■
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金

▽
㈱
ト
ー
ホ
ー
ス
ト

ア（
神
戸
市
）･
サ

ン
ト
リ
ー
ビ
ア
＆

ス
ピ
リ
ッ
ツ
㈱

（
大
阪
市
）･
サ
ン

ト
リ
ー
フ
ー
ズ
㈱

（
神
戸
市
）･
カ

ル
ビ
ー
㈱（
大
阪

市
）・
日
清
食
品

㈱（
神
戸
市
）

▽
J
X
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈱（
東

京
都
千
代
田
区
）

▽
た
じ
ま
農
業
協
同

組
合（
立
野
町
）

▽
バ
ナ
ナ「
匠
王
」コ

　

6
月
29
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
、
平
成
24
年
度
豊
岡
市
感
謝
状

贈
呈
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
24
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
市
に
対
し
て
金
品（
30
万
円
以
上

3
0
0
万
円
未
満
）を
寄
付
い
た
だ
い
た
方
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
3
0
0
万
円
以
上
の
寄
付
者
は
、
別
途
表
彰
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

《
問
合
せ
》
秘
書
広
報
課
秘
書
係
☎
23

-

1
1
1
4

▲昨年行われた福住校区民大ラジオ体操会

▲贈呈式後の記念撮影

平
成
24
年
度 

豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
顔
で
つ
な
が
り 

声
で
つ
な
が
り 

心
で
つ
な
が
る
〜

「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

顔
見
知
り
運
動
」に
参
加
し
よ
う
！
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市
内
の
学
校
で
は
、
日
ご
ろ
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
受
け
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
育
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
方
と

交
流
を
持
ち
、
触
れ
合
う
こ
と
で
、

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ

た
り
、
地
域
を
愛
す
る
心
が
育
つ

な
ど
、
多
く
の
効
果
が
得
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
ぐ
る
み
の
学
校

支
援
活
動
が
活
発
化
し
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
っ

て
い
き
ま
す

よ
う
、
皆
さ

ん
の
温
か
い

支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

本
年
度
、

学
校
と
学
校

支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
調

整
役
と
し
て

30
校
に
配
置
し
た
学
校
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。











































































































































































































































































































































































































　

市
役
所
で
は
、
平
成
21
年
度
を

初
年
度
、
削
減
目
標
年
度
を
平
成

25
年
度
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
う
ち
C
O
²
の
総
排
出
量
を
基

準
年
度（
平
成
19
年
度
）に
対
し

8
･
8
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
た

め
、
豊
岡
市
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
実
行
計
画
を
策
定
し
、
取
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
実
績
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

市
施
設
全
体
の
C
O
²
総
排
出
量         

1
万
4
8
2
4
ト
ン

対
平
成
19
年
度
比

     

8
･
04
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

♦
市
役
所
の
節
電
取
組
み

　

今
夏
も
原
子
力
発
電
所
の
運
転

停
止
な
ど
で
、
電
力
需
給
の
見
通

し
が
大
変
厳
し
い
た
め
、
関
西
電

力
㈱
は
、
各
家
庭
、
事
業
所
に
対

し
節
電
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
市
役
所
で
は
、

実
行
計
画
の
徹
底
と
、
冷
房
設
定

温
度
見
直
し
、
冷
房
の
一
部
停
止

（
昼
休
み
時
）、
照
明
の
減
灯
な
ど

を
行
い
、
職
員
の
節
電
意
識
の
強

化
と
そ
の
継
続
を
図
る
取
組
み
を

行
い
な
が
ら
15
パ
ー
セ
ン
ト
抑
制

（
平
成
22
年
同
月
比
）を
図
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
家
庭
で
の

節
電
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
総
務
課
行
政
係　
　

　

☎
23
－
1
1
1
6

　

市
で
は
、
豊
岡
市
環
境
衛
生
組

織
連
合
会
と
協
力
し
て
、
生
ご
み

の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
内
で
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の

24
パ
ー
セ
ン
ト
は「
生
ご
み
」が
占

め
て
い
ま
す
。
特
に
夏
場
は
、
果

物
を
は
じ
め
、
水
分
を
多
く
含
ん

だ
献
立
が
好
ま
れ
、
生
ご
み
に
含

ま
れ
る
水
分
の
量
が
1
年
で
最
も

増
え
る
時
期
で
す
。

　

台
所
か
ら
出
る「
生
ご
み
」の
約

70
パ
ー
セ
ン
ト
が
水
分
で
す
。

　

台
所
で
の「
水
切
り
」で
、
生
ご

み
の
水
分
を
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
減

ら
す
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に「
ひ

と
絞
り
」す
る
と
約
30
パ
ー
セ
ン

ト
減
量
で
き
ま
す
。

　

水
分
を
多
く
含
ん
だ
ま
ま
生
ご

み
を
出
す
と
、可
燃
ご
み
の
燃
焼
効

率
が
悪
く
な
り
、膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
経
費
が
か
さ
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、重
さ
で
袋
が
破
れ
、

汚
れ
た
水
が
漏
れ
出
し
、悪
臭
の
原

因
に
な
っ
た
り
、
収
集
作
業
に
遅

れ
が
生
じ
た
り
し
ま
す
。「
水
切

り
」は
、誰
も
が
手
軽
に
取
り
組
め

る
ご
み
の
減
量
対
策
の
一
つ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、ご
み
出
し
前
の「
ひ

と
絞
り
」に
、
ぜ
ひ
、
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

※
市
で
は「
生
ご
み
」処
理
機
の
購

入
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
補

助
金
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
環
境　

  

衛
生
係
☎
23
－
5
3
0
4

《
問
合
せ
》
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
人
権
・
社
会
教
育
係
）

　

☎
23
－
0
3
4
1

氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名 氏名 学校名
太田博章 豊岡小 河本　聰 八条小 中貝正巳 三江小 堀名喜郎 新田小
本田悦子 奈佐小 中井美幸 港東小 木下阿来子 港西小 百合早緒利 神美小
北村京子 竹野小 木瀬堯

た か み

后 中竹野小 達富鶴己 竹野南小 正木喜美子 府中小

三好幸
さち

枝
え 八代小 藤本　均 日高小 和田輝己 静修小 吉田順一 三方小

高田壽
とし

昭
あき 西気小 小松和巳 弘道小 雀

ささ

部
べ

真理 福住小 武縄伸子 寺坂小
田淵由加利 小坂小 吉田準一 小野小 森友まみ 合橋小 桑垣浩

こう

司
じ 高橋小

渡邉政仁 資母小 隈元哲
のり

子
こ 豊岡南中 植垣正

まさ

毅
たけ 港　中 田中照晃 城崎中

三輪　晃 森本中 木下なつ 日高西中 （敬称略）

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

〝
豊
岡
市
民
の
皆
さ
ん
へ 

　
　
　
ち
ょ
っ
と
学
校
に
力
を

　
　
　
　
　
貸
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
〞

市
役
所
で
は
二
酸
化
炭
素︵
Cシ

ー
オ
ー
ツ
ー
O 

²︶を

﹁
8・04
パ
ー
セ
ン
ト
﹂削
減
し
ま
し
た

 

生
ご
み
減
量
強
化
月
間

 

　
　
生
ご
み
減
量
の
決
め
手
は「
水
切
り
」

7月･8月


